
連携先

京セラ株式会社
製造情報のグローバルなデータ統合でExcel/Accessによる属人的管理から脱却
kintoneをはじめとする多様なシステムとのスピーディーな連携がDX加速のカギを握る

User Profileユーザーのひと言

導入事例

導入背景 選定ポイント 効果
設計・製造などの各種情報について、
国内外の製造拠点でExcelやAccess
を使ったローカルファイルによる属人
的な管理が行われており、データの不
整合などのリスクが避けられなかった

各拠点で製造品質を担保するため、分
散管理されているデータを整理・集約
して、共有することが必要

高度なデータ活用を実現するために、
機械工具事業本部独自のデータと全社
基幹システムのデータを統合して一元
管理する仕組みの構築が求められた

自社の基幹システムとのデータ連携を
はじめ、多様なシーンでの活用実績が
あり、信頼性が高い

OracleやSQL Serverといったデータ
ベース、kintoneなどのSaaSと簡単に
連携でき、高い開発生産性が期待できた

データ加工にかかわる機能も充実して
いて、大量なデータ項目の一括変換や
複雑な加工も容易

ノーコード開発による簡便かつスピーデ
ィなデータ連携処理の実装を実現。単
純な連携であれば1件あたり20～30分
程度で開発可能

スケジュール実行やRPAツールと連携し
た自動実行により、データ連携処理にか
かわる作業負荷が皆無に。720万円／
年相当の人的工数を削減

ExcelやAccessなどローカルファイル
によるデータの管理運用をkintone上に
集約。現場の属人的な情報管理から脱
却し、製造拠点を横断したマスタデータ
統制によるMDMの強化を実現

京セラ株式会社 機械工具事業本部 事業本部室 DX推進課責任者　木下 順  様

当事業本部では今回構築した統合データベースを核に、今後グロー
バルな製造拠点を横断した各種データの共有、活用を本格化させ
ていきます。そこで引き続き重要なカギとなるのがデータの連携に
ほかなりません。Coreはノーコード開発で生産性が高く、やりたい
ことをすぐ実現できる点が大きなメリット。CoreをDX推進に不可
欠なツールと位置づけ、オンライン教材なども積極的に活用しなが
ら、開発人材の育成を進めていく予定です。

Oracle, SQL Server, kintone 利用シーン データ連携基盤
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京セラ株式会社社　　名：

産業・車載用部品、半導体関連部品、電子部品、機械
工具など幅広い市場に製品を供給する総合メーカー。

会社概要：

製造業業　　種：
https://www.kyocera.co.jp/U R L ：

京セラ株式会社は、ファインセラミック部品をはじめ、電子部品や携帯電話、太陽光発電システムなど、広範な製品分野でビジネスを展開している。
DXの展開に向け、同社ではコーポレート全体の取り組みを牽引するデジタルビジネス推進本部を設置。各事業本部にもDX推進組織を立ち上げ、製販
連携のもと製品・サービスのデジタル化や組織構造改革を加速させている。世界9カ国に19の製造拠点を展開する機械工具事業本部では、各現場で
のExcelやAccess等を使った属人的管理により、設計・製造などにかかわる情報の不整合が避けられなかった。そこでkintoneを活用し、各種情報
を統合データベースへと集約する仕組みを整備。拠点を横断した情報の統合を進めている。コーポレート側が運用する基幹システムの情報もあわせ
て統合データベースへと取り込む仕組みに「ASTERIA Warp Core」を採用し、データ連携の工数削減に加え、MDM（マスターデータマネジメント）
の強化にも役立てている。

統合データベース
SQL Server

機械工具事業本部が
運用管理

基幹システム

連携サイクル
最短��分

コーポレートが
運用管理 受注データ

在庫データ
商品マスター

データetc.

設計情報
生産情報
品質情報

etc.

連携プログラム：約���本

入力・記録

機械工具
各拠点


